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膿柑の特質を清かしたl当然環境の保全と，劇寸既約を  

作り出すことが求められている．   

すでに彪柑地域の活性化を‡］指して，全国各地で戯  

業・戯相磯境腔傍輩某が行われている．ここでは，補  

間県八女束郎地域戯村環境整備事業紆】悌を事例として，  

塞傍輩塞が機関の環境に及ぼす影響，また軍楽後に予  

測される地域盛栄の変化について考察した．  

2．八女東部地域の概要   

八女東部地域は，八女市，熊木町・上陽町・矢部柑・  

星野柑から成り，補間県の商都に位際している．北部  

ほ耳納連山を墟に久留米市，浮羽町と接し，東都から  

商都にかけては奥八女山系により大分県，熊本県と接  

している．八女市の東部には九州筐l動車道が走り，  

JR鹿児島本線・ゼg鉄大卒Ⅲ線が商北方向に走り，固  

1．緒   

農村地域は，単に食欄を供給する生産機能だけでな  

く，‡藁！土の保全，国民の保健休養および生態系保全な  

ど，多面的機能を持つⅠ司民共有の財産として認織され  

つつある．しかし，全国的に段柑地域では人口減少，  

櫛輪化の傾向にあり，耕地耐積も減少していることか  

ら，戯柑地域が撞つ多様な機能の劣化が懸念されてい  

る．   

戯近では，経済効率優先から生活優先へ，ものの愚  

かさから心の飽かさの蕊視へと価値観は変化しつつあ  

る．余暇の増大や商齢化社会の遊行に伴って，ゆとり  

や安らぎを求め，‡‡】然との触れ合いを望む声も高まっ  

てきた．ライフスタイルや社会憫勢が変化する中で，  

盛付のもつ多面的・公益的機能を維持するとともに，  

＊九州大学大学院生物資源環境科学府生産環境科学尊攻地域環境科学講座激漑利水学研究靂  

＊＊九州大学大学院段学研究院飽英資源鰍斉学部門農薬関連産業組織学講座鹿渡流通学研究姦  

＊Laboratory orlrr将ation and WaLer Utilization，Division or Reg・ionalI王nvironment Science，   
1〕epartment or Bioproducもion Environmenは1Sc主ence，Graduate Schoolor Bioresource and   
Bioenvironmer】talScience，Kさ′uShu University  

＊＊ Laboratory ofAgriculturalMarketing・，Division ofIndustrialOrganization of Agribusiness，   
AgI・iculturaland Resource Econoェnics，DepartmQntOrAgriculもuraland Resoul－Ce】ヨeonomics，   
yaculty or Ag・riculture，Kyushu Unive‡・Slty，yuklユOka812－8581  

仙215仙   



迫3・209・442骨組が地域内を通っている．   

また清流である矢部川，星野川が東西方向に流れ，  

川の両岸に沿って農地が展開している．気象は温暖・  

多耐であり，昼夜の温度差が大きく，本地城の特産物  

である茶の栽培に適している．本地城には気候・伝統  

の輿なる地区が多数あり，それぞれの特色を清かした  

工芸・行革が各地で保存されている．伝統工芸や餞林  

楽を体版するレジャー施設・宿泊施設も各地にあり，  

地域の活性化の動きが盛んである．   

水稲，花井・野菜の施設栽培．茶，ぶどうなど多彩  

な農業が営まれ，九州でも有数の虚業地域が形成され  

ている．しかしながら，中山間地域という不利な条件  

下にあることから，生産基盤整備が立ち遅れている．  

また，本地域の主賓作物が施設園芸作物や永年作物で  

あり，工肇ヰの代替閲の調整が離しいことも当馴－iぎの遅   

れの原因となっている．さらに，厳寒の担い手の減少・  

高齢化が進む中で，暮司土保全機能の維持・発展を一票lる  

ことが課題となっている．   

以上から，本地域では水田・樹園地・施設栽培が混  

在する団地の叫叫体的婁胤 既耕地の再編による茶園の  

拡大，怒備および中山岡地城での段地保全対策などを  

行う総合的な碁備が必安とされている．  

3．八女索郎地域の農薬の現状   

＝主要作物作付面機  

1985～1995年の10年間に渡り，本地域における水稲  

栽培両横は減少傾向にあり，その他嘉繋作物となって  

いるみかん・かき・ぶどうの作付耐積も減少している．  

全矧裾二知名度の商い茶は，ほぼ…泣面槻を維持して  

いるものの，伸び悩んでいる（‡刻1）．   
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図1 主要作物作付面軌の推移  
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図2 排作放棄準の推移  
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2）耕作放棄面桟   

八女東部地域は福岡県の他地域に比べて傾斜地が多  

く．耕作が困難なため緋作放衆地が年々増加している  

（提Ⅰ2）．   

3）傾斜区分別面穣   

各市町村の耕地の傾斜の測合を衆1に示す．特に欝  

本町・上陽町・矢部村は，田畑はもに傾斜地が多い．   

4）傾斜地における生産性   

傾斜と，経営観椀・労働生産性・段某所待との関係  

を衆2に示す．衆2より，傾斜が大きくなるにつれて，  

経営観椀は縮小し，労働生産性は低下し，所得も減少  

している．   

5）虚業就業者の高齢化  

iヨ本圃内全体でもi鍔齢化の傾向にあるが，将に遜柑  

地域で高齢化が馨しく，農薬耽某省のうち，年齢が65  

歳以上の割合が年々増加している．将に矢部村では65  

歳以上の戯某親米者が半数近くにも達している．   

8）労働力の不足   

中山聞地域は，過疎化・高齢化が進み，休耕地や耕  

地放衆他の増大が問題となっている．八女東部地域は  

福岡奥の‡ごlコでも傾斜地，条件不利地が多く，耕作放棄  

地割合が高くなっている．また，本地域のいずれの市  

町村も，年々農家数の減少が見られる．   

7）圏域整備率   

地域の基幹避寒は戯林薬であるが，谷地軋 棚田が  

多いために，地域全体の生産2左重崖整ま覇率は18％と，裾   

岡県平均の68％に比べてかなり遅れている．   

4．八女東部地域の農薬の課題   

本地城ほ，虚栄の形態t経営の特徴によって，水汎  

ぶどう齢軋 茶乳 水田と施設の混合地域の4横断こ  

分けることができる．そこで，本地域の虚業の課題・  

薮㈱方向を，これらの種弊ごとに述べる，  

1）幾衆の課題  

（1）水田   

圃場が傾斜地にあり，その区画は不磨形で狭′トであ  

る．農道も狭く急傾斜で，戯作薬用機械の導入が困難  

である．このような地形上の問題に加え，虚業従事者  

の商齢化・後継ぎの不足によって労働力が減少し，耕  

作放衆地の拡大が予想される．また，減反による転作  

の強化や，後継者不足のため，整備軍楽に対する食欲  

の低下もみられる．   

本地区には日本有数の棚閏が展開しており，この祭  

観を維持し，生態系にも配慮しつつ，‡夏蘭鷹理や生産  

基盤を推進することが地域振興や環境への配慮の観点  

から必要である．また，遅れている稲作基幹作楽の受  

委託・共同化のシステム（ライスセンターなど）の運  

営を進めることも脅威上濃紫な課題である．   

また，水稲から労働投下蚤が比較的少ない茶一栄樹  

などへの転換も本地区における虚業の活性化方策の山  

つである．   

本地区の棚田地区へは，発しい衆観を求めて，観光  

表1八女東部地域の傾斜区分面穏（北部九州土地改良調査管理当こ㌢務所1999）  

衷2 水田の傾斜と生産性（中山岡地域軍政楼支払制度検討  

委戯会1999）  
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客が多く紡れている．祭観を維持するため，観光収益  

に加えて，乳 自治体からの補助金も考慮すべきであ  

る．  

（2）ぷどう団地   

後継者不足や労働力不足により，放任園が増加し，  

園地の老朽化現象（いや地現象・生理際客），ハウス  

施設の老朽化などが問題となっている．また，鹿追が  

狭く，トラクターなど作業用機械の通行が困経である．   

傾斜地，不整形地の区画盤理と，農道の叫体的整備  

が求められている．果樹，水田が混在している所はそ  

れぞれに団地化し，作業効率を上げることが必賽であ  

る．  

（3）茶園   

小規模・傾斜地の茶園が多く，應備適地が少ない．  

既存茶‡珂の区画整理・農地造成・団地化を行い，省力  

化のために．乗用艶摘採械を導入することが必要であ  

る．  

（4）水田と施設の混合地域   

施設と水何の混在による作業効率の阻番が問題となっ  

ている．岡城整備と併せて，施紋と水田の団地化を行  

うことが必要である．   

2）戯紫生産基盤整備率薬例   

ここでは前述した4礫頗の特色を持つ地区をそれぞ  

れ選定し，各地区で行われている段来遊盤整備につい  

て碍介する．  

（1）星野村A地区（永日封   

標高差約230mの斜簡ぎに，425枚の石楷みの棚田が凄  

なり，星野村を代衆する大規模な棚閏である．美しい  

棚拝lの祭観を見るため，観光客も多く紡れている．   

棚田平均一枚2aと／ト規模であり，應莱生酸性ほ平  

坦地水田と比べると憑い．棚Ⅲの潜む観を維持するため，  

鼠野村は4万円／10aの補助金を支払っている．また，  

農道麗爛などのエ軍蘭瀾を90％補助している．  

（2）累ネ常＝㌢地区」ぶどう‡朝地）   

丘陵部ほぶどうを主体とした樹隣り也である．不粟形  

腱既溺溺疲 う置錆   

－－－－－…  現況区画  

園3 異本町B地区現況   
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図4 園木町B地区整備案  

地が多く園地の勾配も忽となっており，1／4～1／20の  

傾斜となっている．また，侵遺の整備の立ち遅れが，  

栽培管男！に支障をきたす安国となっている．   

後継者不ぶや労働力不足により，放任㈲が増加して  

いる．園地の老朽化現象（いや地現象暮生理魔審）も  

発生している．   

省力化された骨戯体系の確立を巨lるため，彪地・道  

路・水路などの整備を行い，団地化を行うことが必安  

と思われる．圃場の傾斜は検械操作に支障のないよう  

に1／14～1／130とする．なお，ぶどうは永年作物であ  

るため，豊悌調薬をする際には坐瀾蘭憫Mの代替閲の  

確保することも濃紫な間遷となる．   

本地i夏の現況と整備方法の山楽をそれぞれ図3およ  

びl鷲Ⅰ4に示す．  

（3）鼠野村C地区（茶‡猫）   

パイロット寧発で開発した大規模の茶園地帯である．   

血般に，茶i瓢は1区画が30a以上であり，作業効率の  

良い釆周式瀾灘機械を使うことが営農上理想的である．  

しかし本地区の茶園は，10a程度の圃場が段々畑状に  

なっているため，薬用式摘茶械の偲j捌こは不向きであ  

る．仮に平坦な大規模茶馴こ造成するとした場合，造  

成面概に占める法面の面欄の割合が高くなり，圃場は  

造成両横の00％程度になる．   

また，1ha以上の大規模な造成は下流の同窓が必  

要であるが，土砂流出や洪水の影響などの懸念から，  

同憩は困難であることが予想される．   

茶は永年作物であるため，工挙期間中の代替園確保  

が難しい．代替閲の既存蕊把握が必箪となる．  

（4）八女市D地区（水田と施股の混合地域）   

本地区には水田，菊の栽培地紋が介在している．現  

状のような土地利用では水田の大規模化は不可能であ  

り．大雨時の排水対米が閑雅である．また機械利用紙   
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合などの構成が雑しいなど，作薬効率の阻害が起きて  

いる，   

そのため．現在，換地によりハウス団地戊作る覇業  

が行われている．事業中の代替地を市が用意し施設を  

建て，事業が終われば希望者への発却が予窟されてい  

る．今後の虚業発展のためにほ，ライスセンター・低  

温愈擁などの設備建紋が必黎であろう．   

3）八女東部地域の整備率葵の方向   

本地域の農薬・戯柑は，高齢化が進み，耕作放傘地  

拡大が予想される．また，現在緋作を行っている戯家  

においても，減反による檻作の強化や後継者不足のた  

め，整備率動こ対する憩欲の低下がみられる．また，  

地形朗な安l当で整備事業が閑雅であるところも多い．   

軍楽を行う際には，該当地域の鹿家の合恋および単  

葉への参加が蕊質である．現在，この他城の農家は様々  

な撥常方針や伝統を堅持しているために，一一業した方  

策を決磯するのが閣経である．   

近く実施される【衰lの生産条件不利地直接支払制度に  

よって農薬の経営形態などが変化すると思われるが，  

その影響も含め今後の地域の方向性を明らかにする必  

繋がある．例えば，l和知阻地域の景観の維持を優先す  

る地区，作薬効率を使先する地区，作排転換をおこな  

う地区等に選別する必繋がある．また，地域住民が主  

体的に参加して地域づくりをしていくような方法を進  

めていく必要があろう．   

5．圃場整備事業の環境への負荷   

閉場盤珊琴機では植生・地形が大きく変化し，大彗望  

機械によって土壌が授乳・転圧される．そのため，自  

然塀塊および常應畷境に変化が生じ，排水条件，常應  

条件および教組に影響を与えることが予想される．こ  

こではこれらの環境に相場整梯事業がおよぼす影響の  

検討を行う．  

1）洪水流出の変化   

閉場鷹臓などによって表土の排水衆件は変化する．  

輩莱によって勾配が綬やかになり，雨水流下速度は遅  

くなるが，排水路が整備され，流路が密に配俊される  

と，地区の排水性は全体として高くなる．すなわち．  

雨水の滞留時瀾が短縮されて，洪水到達時瀾が短縮さ  

れる．その結集，山林他に比べて．農地造成地の洪水  

到達時間は1／2稗度に短縮されることになる．このこ  

とにより洪水時のど一夕流出盤が増加する．   

また農道・水路・法面などの施設部分が非浸透城あ  

るいは雉浸透域に相当する．さらに大数施工機械によっ  

て土壌が撹乱，酸圧されて透水性・保水性が低下する．  

このような流域形腰の変化により，雨水保留蕊が低下  

し，出水時のピ脚ク流出蕊を増大させることが予想さ  

れる，  

（1〉 ピ…ク流出鼠の推産   

ピ…ク流出澄針ま，以下の式により求められる．  

i  

J・一  

∴・： 
（1）   

ここで，払：ピーク流出蕊（m3／s），A：排水路の  

集水面礫（km2），J，ゼ：洪水到達時瀾内の平均有効降雨  

強度（mm／h）である．  

（1）式は，流域内に調腔池などによる貯留がないこ  

と，下流水位条件の影響がないこと，流域内の降雨条  

件および土地利用条件が－一様とみなされること等の条  

件に基づいている．   

ここで，上馴汀K地区を例にピーク挽揖駿の試算を  

行う．本地区の流域耐穐Aは，9．45km2，召若葉対象  

地区耐葦斜ま，95，000m2である．   

洪水到適時瀾内の平均降雨強度を①r♂ニ5mm／h．  

彊）㍗ゼ＝10mm／11と仮定すると，  

①rβ＝5mm／hのとき，払＝ユ3．1m3／s  

②相当Omm／hのとき，払＝26．2m3／s  

となる．  

（2）洪水到達時瀾の推定   

洪水到達時瀾とは，概念的には流域の力学的戯遠点  

に降った雨水の騒乱が戯下流粥に到達する時間と宝戴  

される．洪水到運凋瀾は，対象地区における観測似こ  

基づいて推定することを原則とする．観測傾が十分に  

得られていない場合には，次式によって洪水到達時瀾  

を推定することができる（角屡t橘凝）．  

毎＝C・AO・22・r¢‾】ひ・35  （コ）   

ここで，と♪：洪水到適時問（min），A：流域面積  

（km2），n：有効降雨強度（mm／h），C：土地利用  

状況によって輿なる係数である．これは種々の流域規  

模を持つ河川の観測嚢朝に基づいて爽験的に涜導掟案  

した式である．なお，Cの億を衆3に示す．   

ピーク流出盤の計算と同様に上陽町K地区地区を  

挙例に就算を行う．流域面棟Aは，凱45km2，巨富然  

山林約8S％，膿地約10％，市街地約2％である．よっ  

て，Cを次のように計算する．（ここでは自然山地，  

膿地および市街地Cの倦をそれぞれ290．130および  

70とした．）  

C＝290×0．88」－150×0．1＋70×0．02＝271．6   
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泰3 洪水到達時間碓蒐式イ系数Cの憶（角凰1989・1991）   町K地l茎について各係数ほ次のように推定する．  

（a）降雨係数月   

〔事実施期間を，安全のため，降両係数の′トさい冬  

場の6ケ月間（10月～3月）とすると工事期間中の降  

雨係数Jモ條は次式で表される．  

月＝（ぷ×J〉／100  

ガ＝（210＋89】ogイ）・r（rn－tOI）。／ila）  

ガ∴区間降瀾の降雨エネルギー（m・tOll謹は），J：区  

間雨鼠（cm／h）であり－ ここでは，福岡の伯である  

32．0を用いる（種閏1976）．  

（b）土壌係数∬   

川辺川の数職を参考として0．32を佗月召する（農林水  

産省1992）．  

（c）地形係数エS   

計画斜面長および計画勾配は．作業機械の作業性を  

考慮してそれぞれ20m．50とする．現況斜面ほほとん  

ど250以下である．安全側をとって工事中の勾配を  

25りとすると，  

次式のようになる（遇林水産省1992）．  

エぶニ（α．ノ′20．0）0・5（68．19sin2（＝－4．75si11β十0．068）  

＝14．25   

ここで，α：斜面叔（m）．∂：勾配（度）である．  

（d）作物係数C   

工事期間中ほ，裸地状腰のため，1．0を用いる．  

（e）保全係数㌘   

工事期間Ⅰ“いは，裸油状態の2陪として2．0を用いる．  

以上から，〕二等瑚問中の推定流亡ニヒ数Aは，  

A＝32．0×0．32×14．25×1．0×2．0＝ニ291．84（ton／ノIl‘l）  

となる．対象鳳夏面掛ま95，000m3であるので，本地  

区の6ケ月岡の推髭流亡土二級は，2772．4飢orlと推窪  

される．   

】二一歩好捕】中の土壌流亡儲は，工事実施期間の降頑の  

状況∴土壌の受食′軋 現地の現況地形条件および新両  

地形条件に大きく左右きれる．このうち土壌国予は地  

域に陸有のものであるため，これをコントロ…ルする  

ことは閉経である．しかし，降灘昭一子については，危  

険降雨期を避再て，冬場に〕二事をするなど工事灘聞を  

適正に紋盤する工夫によって土砂洗上の抑制が可能と  

なる．また，地形園子は工事中の斜面艮を短くするこ  

とによってある拙文のコントじト…ルが可能である．さ  

らに仮設潮水路や仮設二王二砂溜めなどを適切に配i琵差する  

ことによって工事を安全に実施することができる．   

ほ）戯地利瀾ヰの土壌流亡蕊推愛   

鷹地の商い生産性を維持する上で，許容される洗亡   

事莱対魔地区面積は，95，000m2であり，流域面楷  

に対する，対象地区面積の割合は．0．01と極めて小さ  

いので洪水到連峰間蛛  

①rビ＝5mnl／hのとき，£p＝253．45min  

②rゼ＝10n1m／hのとき，£〃ニ198．8miTl  

となり，現状と施工後ではほとんど影響がないと考え  

られる．   

2）土壌流亡の推定  

（1）施工中の土塊流亡   

土壌洗亡予測式は，次のように表すことができる．  

（3）  カニ月・∬・エ・S・C・ダ   

ここで，  

A：単位面積当たり洗亡土蕊（兼儲）．（ton／ha）  

月：降掛係数．各地域における降雨磯牒浦ほ＝Ⅰ偶の  

年間平均値1ho11・m2．′′ha・ll）  

〝∴土壌係数．単位降雨あたりの流亡土駿を与える係  

数で基準闘域1斜面戊20m，勾配50，平畝の休閑地）  

に射すか特定地域の土壌固有の係数である．（ll／n12）  

エ：斜面戌孫数．基準斜面長（20m〉 に対する比率か  

ら求められる係数で，料簡i濃αとすればエニ（α′  

20，0）0・5である．  

ぷ：傾斜係数」剰備勾配の関数で，賂準勾配（㌘）で  

はぶニ1．0である．  

C：作物係数．作物の種腰とその生育状腰で淀まる係  

数で，休閑状態を基準伯（Cニニ1．0）とした流亡土魔  

の割合を示す．  

ダ：保全係数．等繊維栽培など保全的緋作の効果を示  

す棟数で，宰畝，上下耕を基灘牒とした流亡土壌の調  

合を示す．   

こ町上陽洗亡予測式は，本来営腿の行われている農  

用地に適用されるものであり，本予測式をエ事lVl】の土  

砂流亡予測に利用することには無埋があると考えられ  

る．しかし係数などを安全側にとって計算することで  

概略の洗亡藁葺：を予測することができる．そこで，上i払  
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3）営戯の変化   

腿楽労働力の減少，高齢化の傾向，また外I室】からの  

安価な農産物の輸入品が増加する状況の中で，虚栄を  

維持するためには，戯作莱の効率化，労働時間の短縮  

および労働弥魔の軽減は貌栗な経過である．その対策  

として相場の大規模化，機械化に対応した圃場腔怖が  

必婁である．また，高収入が期待できる施設栽培の導  

入や，地域内の傲某生産関連地紋（陀燥綱腔施儲 低  

温愈楯など）の整備庖よび流通体制の整備も蕊要な要  

件である．ここでは本地域の代表的な2柵の綴莱経営  

の形態別に相場整悌後の営農の変化についてそれぞれ  

述べる．  

（1）棚闇   

…＝一般に水i‡＝ま土地保全および洪水調節機灘が大きい  

と考えられている．暁畔による貯留，滞留によって洪  

水を制御し，あるいほ湛水に伴う地下水摘発などの調  

節，援彿機能があるためである．とくに中山間地域の  

棚田には，その効果が期待されている．しかし，実際  

には中山聞地域では未整備の岡城が多く，高齢化によ  

る労働力不足のために水管理および農地や道路斜面の  

維持は，困難であるのが現状である．このような地域  

では強雨などにより破扱が起こりやすく，降雨後の修  

復等も困難である．さらに，棚田では掛け流し龍漑が  

行われているが上水管理が適正に行われない場合ほ，  

棚mへの降雨はただちに流山し，山林地域と比べて降  

雨に対する応答が速くなるので，…一敗に期待されるよ  

うな貯留効果などの御節横能が認められなくなる．   

以上のような地域では，棚l】三‡の資源価侶が失われて  

いるとも酋える．資源価偽を守るためにも，彪道・排  

水路を整備し，圃場の形状を管理しやすいように整備  

するなど，偽作発会股の強度を軽減するような環境に  

改脅することが必質である．   

将に過疎，高齢化が進んでいる中山岡地域では，労  

働力や土地の条件が不利であるためト維持が困難な緋  

地は，植林地とすることも長期的な農村地域保全に解  

与すると考えられる．   

本地城では，棚田が地域の濃紫な観光嚢源となって  

おり，観光客も多く訪れている．そこで地域を，散観  

を保存する地区と生産効率を優先する地区とに分け，  

それぞれの目標に応じた整備をすることが必繋である．  

保存する地区では補助金の導入や，体験農薬の場とし  

て圃場を掟供するなどの工夫が必安である．  

（2）樹園地   

①傾斜地農業と機械化   

良薬人口の減少や商齢化の傾向の中で戯楽を維持す   

じ像を許容流亡ニヒ教という．許容流亡土凝ほ，教士層  

の厚さと土壌生成環境に支配されるが，教士層のメ撃さ  

が30cm以上である場合には年間平均の許容流亡土凝  

を10～ユ5to】1／Ilaとする．   

流亡土巌を予測し，料簡i艮，勾配，作付け作物およ  

び等高線栽培などを考慮しながら，計画を立てること  

が必紫である．   

ここで，上馴汀K地区の場合について．塞僻事発砲  

二㌻二級，本地l芸は水札 束樹蘭，茶l劉および酢艶裾こ利  

用すると仮愛して，（3）式を用いて計算する．  

（a）降附係数月   

欄間県の年間降†さ汚係数月恨である32∠ま．1を用いる．  

（b）土壌係数∬   

川辺川の数億を参考に0．32を便月1する．  

（c）地形係数エS   

計画斜面戌および細担i勾配は，作業機械の作発性を  

考慮してそれぞれ20mおよび5りとする．  

エぶ＝（α／′20．0〉0・5（68．19sin2β＋4．75si‡1β十0．068〉  

＝1．0   

（d）作物係数且オ   

作目別に次の恨を採用する．  

①栄樹一瓢 功冒園に利用するとき，〃ニ0．1とする．  

（釘野菜を作付するとき，財＝0．39とする．   

ここでほ6～9月に夏野菜を，11月から翌年4月ま  

で冬野菜を作ると…律に仮宝して計算する．  

（乱射閏に機用するとき，財＝0  

（e）保全係数ダ   

勾配50．等高線栽培を行うと鮫産して0．30を用い  

る  

・現状の土塊流亡駿推盤   

上地利周状況は，樹除け也70％，畑5％，水】1▲ほ5％で  

ある．  

よって，作物係数Åグは，次式のようになる．  

凡才＝0．1×0．7＋0．39×0．051－0＝＝0．0895   

推盤流亡土教力（torl／ha）は，  

勇＝324．1×0．32×1．0×0．0895×0．30：ニ2．785（ton／11a）   

となり．許容盈以内である．  

・怒イボデ彼の土壌流仁慈推定   

樹i対地80％，畑10％．水田用％と仮定して，  

作物係数Cニ0．119，推冤流亡土恩ノ＝乳3．701（ton′′  

ha）となり，許容蕊以内である▲  



圃場整備と環境への負荷  223  

表4 邑滑一機の勾配と作業性（中山問地域等直接支払制度検討賓員会1999）  

伸附両勾配  

50以下  平地相撲磯作業   

能率，精度は満ちる  
50～80     しかし酢隠 収穫作   

能率，梢傾が低下し  

8り～120     機の馬力向上と閤輸   

作薬棟械の作業性  

が，平地とほぼ同様の作楽ができる  
莱では影響が出る．  

，熟練しないと作業が進まない．原動  

駆動が必繋  

表5 茶園の作業効率（戯林水産省野薬・茶葉試験場198B）  

1時間当た  1時間当たり  り作業面桟  生薬摘採畿  0．1a／時  1～21唱  0．3  12■～25  

SSを倣い．巡搬にトラクターを使うことでかなり軽  

減される．   

SS導入のための園地改造に伴い，栄樹を一ふ郎伐膵  

したり，縮伐することが必巽となるが，それによる収  

巌の減少は少ない，機械が通行する鹿追の数臓にあたっ  

ては，安全運行が可能な園内遺を造ることを叡優先す  

るべきである．その他昇降式作某革・風箇式防除機・  

小型油圧ショベルなどを導入すると省力化に字数立つ．   

茶I砦1での摘採にも，機械を導入することによって労  

働強度，時間の軽減が援lれる（桑ほ）．しかし，中小  

規模議与乳 傾斜地茶園では薬用艶茶園管理機を偲用す  

ることが雉しい．∪山方で，後継者不足による基幹労働  

力の高齢化．担い手不足により機械化に対する要望が  

高まっている．そのため、圃場鷹偶による大規模団地  

化が必寮になる．   

援）戯作薬用機械の導入と組織   

個人での】纂‡地改造や機械導入にほ，資金上の限界が  

ある．効率的に機械を利用するにほ，複数の鹿家が塊  

まって‡割也約生産管墾捜をすることが濃紫になる．また，  

機械への投資は大きくなるので，阿仁一粒械で，防除や   

るためには，労働時間の短縮，労働強度の軽減および  

作莱の効率化ほ慶安な課題である．圃場を機械の使用  

に適した条件に整備することが必要である．   

機械化作兼を効率よく行うためには次の3．一計が必要  

である．  

（a）資材の補給や生産物の搬出を効率よく行うために，  

附場の食辺の長さはトラクタ脚の墟合150～200m  

が望ましい．  

（b）営農機械の旋回時閲を短くするため，短辺慮を岬■  

定にして20～25mを単位としてその整数倍にす  

るのが望ましい．  

（c）畑一所の勾配は，†行販されている骨戯作薬機械で安  

全かつ効率的な作莱が行えるよう計画する必要が  

ある（衆4）．   

面積が血走以上である果棉瀾ではスピ血ドスプレー  

ヤ…（SS）が導入されつつある．しかし，石積みの  

果樹園でほ削勉改造を行いにくく省力化が遅れている  

現状がある．傾斜度に応じた作業遺の設攫と，それに  

合った省力機械の導入を行う．戯家にとって負担とな  

る作紫は防除，収穫および運搬などであるが，防除に  
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施肥など複数の作業に利用できるような機械体系を考  

える必繋がある．本地城には機械協同利用組合がない  

が，そのような組織をつくることが，機械化を促進さ  

せ臆薬を活性化させることにつながる．   

③農薬生産関連蘭戯の鮭備   

本地城には，ライスセンターやカントリーエレベー  

タがない地区が多い．地域内の農業生産関辿施設（乾  

燥関脇施設，低温愈塵など）の整僻，流通体制の整備  

も発覚なポイントである．圃場整備の際に換地を行っ  

て生産問迎地紋の建役場所を確保し，共同生産組合や  

機棟利用税合を編成することも考えられる．   

4）鹿薬と環境の保全  

（1）水質の現状と保全方法   

茶樹は新芽を収穫する作物であり，また新芽の全会  

嚢含有率が製茶品質と相関が商いため年々多肥となっ  

ており，脚宛への負荷が懸念されている．   

茶牒iに施肥された化成肥料や堆肥ほ，ほとんどの場  

合，まずアンモニア悪念瀦を生成する．アンモニア態  

盈瀦は茶樹が好んで吸収する窒素であり，土壌に吸着  

しやすい性質を持っている．このアンモエア唐金賽は  

土壌利こ生存する硝酸化成蘭の作用によって硝酸態窒  

素に変化する∴硝酸化金嚢は土壌中に吸着しにくく，  

純動こ溶脱してしまうため，梢酷慰窓賽の生成は施肥  

窒索の損失につながる ．さらに排水中に入り，下流域  

の水質汚淡の原因鳶なり，水稲の倒伏∴過繁茂，アオ  

コの発生などの聞及を起こす．   

岡場において方む肥された硫安の吸収率の事例は，寒  

肥3臥1％，覚j把（＝一一国目）36．2％，憂肥（二圃目）那＝  

％，秋肥39．6％であり（像軋1985），投入された窒  

素がかなり下流に流山していると思われる．適職髄闇  

の施肥を行うことが必要であるが，商品質の茶を生産  

するためにはある祥度の多肥はやむを禅ない．今後，  

茶園の1那也化，一郭也の大規模化を‡∃様とするならば，  

水質浄化砲手投を地域内に設けるなどの対塞が必要であ  

1ニー．   

ほ）敷観の楳段   

戯柑空間の視兇的構造についての定数的な分析例に  

よると，視覚的に単調な空間は支持が低く，視蔑的構  

成覚塞が多様な空間は支持率が商い．また，直線的で  

あまりに碓い感じを与える境界は，駅観上好ましいも  

のでほない（梯軋1992）．   

農相空間の構成質感の中で．例えば防風林は防風と  

いう物理的効果とともに，教観に与える肇菜済星も非常に  

大きい．道路・水路▲圃場なとの空間構成腰儲が平面  

を構成するのに対して，防風林は平面に頚髄な購成繋  

嚢であり，一棟の空間の区分，閉鎖感を与えていると  

留ってよい．あまりに開放的な空間ほ，人に身の済き  

どころのない不安を与える｝＝一面がある．   

慮村数観の実は，個々の構成物の質によるとともに  

欄間との調和，つまり人間活動と自然との劉和実であ  

る．敷観は，住人や…星プけしる人に心理的な影響を与える．  

地域活橡北のためには，地域全体の雰抒舅気作りとLて  

許軌に配慮した遊楽のあり方を考える必繋がある．   

本地域の農村駅観は，大きく分けて3樵頬に分けら  

れる．そこで，種類ごとにそれぞれの特色と筑観保全  

の方向性を述べる．   

①平坦地水田地常   

道路付近の低平地には水田が広がり，山のふもとに  

向かっての傾斜地には，畑，茶園七福いている駅観が  

広がる地区である．平地の水田も，′ト規模で不規則な  

形をしており，石堀みの法面が多い．穏やかで良然な  

農村風照というイメwジである．‡職場怒輔を行うこ  

とで，水田が区画整灘ほれ，大規模で，怒形されたⅠ雪  

が並ぶ．そのことで，本地区のイメージが変化する可  

能性がある．法面を石積みとすることで盈観に配慮す  

る必要があろう．   

援）棚圧＝也キ；§：   

棚田が斜面全体に連なっている地区である，しかし，  

斜面の上部の冒ヨが放棄されて，崩れている場所も存在  

している．多くの闇が上に向かって続いている数観は  

変化に富み，観光楽瀾として価藤あるものであるが，  

崩れている相聞はその価値を絹う安国になっている．  

重盗僻事紫を行うことで，荒れた棚圧lに植林をし，硯在  

耕作が行われている棚璽‡rlも作業が容易になることで，  

この紛糾を雑務することにプラスに作用すると考えら  

れる．   

③多稗‡引紗莱地閤   

現況は，施設・露地栽培の果瀾・水附一茶園などが  

不規則に滑粛していて，雑然としている印象を′受ける．  

複雑な起伏を盤硝することによって，斜Ⅰ自iがなだらか  

になり．巨‖也化することで整然とした印象になると思  

われる．  

6．要  約   

八女東部地域は，補間市から約50】Ⅲ＝剃払既に偉潤  

しており，郡市住民も参加したコミュニティ…を作る  

ことが可能である．宿泊・メ投薬体験などを行えるよう  

な堺境を作ることが，都凍と段柑の交流にほ盈嬰なこ  

とである．このような環境を作るには，地域農菟の継  

続が基本条件であり，生産2姦盤整備は必要不可欠であ   



Summary 

The agricultural infrastructure improvement and rura l  development have been carried 
out to make rura l  areas  vitalized in various places of Japan .  Today rura l  areas  have 
been considered a s  not only the place for crop production and farmer 's  residence but 
a lso the place contributing to take rest and to enforce natural education for  the people 
in urban area. F o r  the rural  area planning, pronlotion of the multifunction should be 
taken into account. 

To overcome tlie agricultural handicap of the mountainous a rea ,  some plans were pro- 
posed on lhe East Yarne District which is located in Fukuolca Prefecture. First,  the 
lechnique of land improvement in steep topography was discussed. The introduction of 
farm machinery should be accelerated to confront the situation that the age of worlcers 
becoming higher and the number of worker decreasing. Second, influences to the envi- 
ronmenl resulted by Lhe land reclamation were assessed. Soil protection from erosion, 
water quality maintenance and landscape conservation a re  discussed evaluating the cf- 
fects by the quantifying methods. 




